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（Comprehensive Environmental Response, Compensation and Liability Act; CERC LA & 
Superfund Amendment and Reauthorization Act; SARA）が制定されたことに遡る。土壌汚染























































































































































リーニングを「コア SRI（狭義の SRI）」として厳密化して分類している。この「コア SRI」と
は，複数の倫理基準によって排除される倫理スクリーニングとベスト・イン・クラス（産業グ
10）　森佑司「アメリカ年金基金による社会的責任投資 -株主行動を中心とする議論と日本への示唆 -」ワーキ
ングペーパー , 大和総研 , 2004年。株主行動に関して，森氏は株主が経営者に要求する問題は時代の社会問
題に密接に関係して変化すると指摘している。







































14）　EuroSIF, “European SRI study 2006”, pp. 3-6.


































































































































































































































































































SRIファンド 朝日ライフ SRI社会貢献ファンド（朝日ライフ AM），日興グローバル・サスティナビリ
ティ・ファンド A（日興 AM），同 B（同），フコク SRIファンド（しんきん AM投信），
ダイワ SRIファンド（大和投資信託），住信 SRI・ジャパン・オープン（住信 AM），モー
ニングスター SRIインデックス・オープン（野村 AM），AIG-SAIKYO日本株式 CSR
ファンド（AIG投信投資顧問），AIG/りそな日本株式 CSRファンド（同），AIG/ひろぎ
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